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Ⓒ Copyright 2019 Masao Mukaidono All 
rights reserved 2



安全技術の流れ
～誰が安全機能を発揮しているのか？～

• 人間が安全機能を発揮する・・Safety 0.0
危ない機械を、人間が注意をして使う時代。主として人間が安全機能を発
揮してる。この時の基本原則は、「自分の身は、自分で守る」

• 技術が安全機能を発揮する・・Safety 1.0
機械設備をまず安全化して、それを人間が注意をして使う時代。安全機能
は、主として技術が担っている。この時の基本原則は、機械が稼働してい
るときには機械と人間を分離し、機械と人間が一緒になるときは、機械を
止めるという「隔離と停止に基づく安全」。現在は、この時代にある。

• 協調して安全機能を発揮する・・Safety 2.0
現在、発展しつつあるIoT、AI、画像処理、ビッグデータ等のICT（情報通
信技術）を、安全機能の発揮に利用する。人間と機械と環境とがお互いに
デジタル情報を共有して、コミュニケーションを通じて、協調して安全を
実現する「協調安全」が可能になる。
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「Safety 2.0」とは

■ IoT、AI、ビッグデータ、センサー、画像処理等
のICTを安全機能の発揮に活用する技術を「Safety 
2.0」という。

■ ICT（IoT、AI、クラウド、ビッグデータ等の技
術）の発展で、安全技術にも新しい方向が見えてき
て、これまで出来なかったことが可能になりつつあ
る

■ただし、繋がることによる/大量データによる/人
工知能の悪用による等の新しいリスクが生まれてく
ることに注意しなければならない
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「協調安全」とは

■人間とモノと環境とがお互いにデジタル情報を共有して、コミュニケー
ションを通じて、協調して実現される安全を「協調安全」という。

■協調安全とは、技術（自然科学）と人間（人文科学）と組織・環
境（社会科学）とがお互いの情報を共有し協調、調和して安全を確
保する概念

• なお、ここで環境とは、物理的な環境だけでなく、組織、制度、データ
ベース、標準や規則・ルールなどの社会的な環境を含んでいる。

• 協調安全では、技術を中心にしたSafety 1.0 とは異なり、人間の能力
を技術や組織と同等に位置づけ、人間を表に出し、人間の能力、人間
のやりがい、健康、幸福等を重視している。
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危険源
（ライオン）

のみ

危険源（ライオン）と
人が存在

危険源（ライオン）に
リスク低減措置を
実施（檻の設置）

危険源（ライオン）と
人が存在

十分な
リスクアセスメント

新たな安全方策

＋

Safety 0.0 Safety 1.0
Safety 2.0
（協調安全）

Safety 2.0（協調安全）の考え方

■協調安全という概念をSafety 2.0という技術が実現可能に
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組織
環境

人間

協調安全

①

② ③

スリー・ステップ・メソッド

第一ステップ

第二ステップ

第三ステップ

情報

安全学
（Safenology）

からの発想

Safety 2.0



項目 内容

Safety 2.0 IoT、AI、ビッグデータ、センサー、画像処理等のICTを
安全機能の発揮に活用する技術。これにより、協調安
全が実現できるようになった。

協調安全 人間とモノと環境とがお互いにデジタル情報を共有し
て、コミュニケーションを通じて、協調して実現される
安全。安全学の考え方に沿った安全

安全学 安全に関して、各分野の安全に共通する部分を、理
念の下で技術、人間、組織の側面から統一的に、総
合的に、体系的に考察する安全の学問体系

Safety 2.0・協調安全・安全学
～我が国からの提案～
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Safety 2.0 /協調安全で
何ができるようになるの

か？
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Safety 2.0で何が
できるようになるのか

・人間からの情報発信・・バイタルデーターやRFID等で個人の
体調、経歴、能力等を発信する

・機械側の知的対応・・相手の状況に応じて知的に対応する
・組織・制度・環境等から機械設備、使用者等にデータベー

スから情報提供する
• 人間と機械類と環境とが一緒に協調しながら仕事をすること

ができる
• リアルタイム性の向上：常時モニタリング、実時間モニタリ

ング、変化に対して、高速に、柔軟に対応が可能となる⇒ダ
イナミックリスクアセスメント

• 危険予知、危険予測の高度化
• 安全の見える化
• 安全性と生産性が両立する
• 総合的、全体的、動的な安全管理と経営判断が可能
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Safety 2.0
～安全の見える化～

・IoTによる常時監視で「安全（不安全）の見える
化」

人の体調、構造物や部品の状態を常に監視することで、安全（不
安全）

を見える化

→人に優しい経営、安全への的確な投資 イラスト：楠本
礼子
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Safety 2.0
～コラボレーション・フェールセーフ～

・協調が生み出すコラボレーション・フェールセーフ
人や環境に障害が発生したときに、その情報を受けて機械が人を

安全
側に誘導して安全を確保

→新技術、新市場の創出
イラスト：楠本礼子

12Ⓒ Copyright 2019 Masao Mukaidono All 
rights reserved



©Masao Mukaidono 13

Safety 2.0適合：トンネル工事における
重機接触災害リスク低減システム （清水建設）



Safety 2.0はあらゆる分野に利用されつつある



協調安全の標準化
に向けて
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さまざまな産業分野で有効な協
調安全・Safety 2.0

協調安全・safety 2.0

(A)
もの

づくり
(B)

土木

(G)
医療
介護

(F)
物流
交通

(E)
インフ

ラ

(D)
農業

(H)
アミュー
ズメント

(C)
建築



ICEの2020年の白書 Safety in the futureに
Safey 2.0と協調安全が取り入れられました
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IEC MSB White Paper
“Safety in the Future”
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協調安全の世界標準に向けて

＊経済産業省の支援の下、協調安全の世界標準の提案の取り組み中

• 提案先はISOかIECか？・・・IEC のSMB（Safety Management
Bord）とする

• その下のACOS (Advisory Committee on Safety 安全諮問委員会)
で議論

• ACOSで二つのタスクフォース（TF）
(1) Task Force on Collaborative Safety・・IEC白書の提案

にあるSMB の勧告に基づき協調安全に関するTC等の設置
の可能性についての検討

(2) Task Force on Guide for Collaborative Safety・・ガイ
ド５１では不十分なので、協調安全のためのガイドを提案

• 努力・奮闘中である



Certification of 
Personnel Competency 
TF

協調安全に係るIECの審議部門とキーパーソン

ACART ロボット技術

ACEA 環境

ACEC EMC

ACEE エネルギー効率

ACOS 安全

ACSEC 情報セキュリティ

ACTAD 送電および配電

梶屋CABオルタネイト,
IECEE日本代表

土肥ACOS委員
前田要員認証TFコンビナ

堤IEC副会⾧

●

IEC White Paper

●

●

IEC Guide

●



おわりに
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協調安全かwell-being へ

• 安全技術の開発 : Safety 2.0、協調安全
👇

• 働く人の安全・健康・well-being(労働者の安全・幸せ）
👇

• 企業にとっての安全・健康・well-being（企業の安全・幸せ）
👇

• 社会にとっての安全・健康・well-being（社会の安全・幸せ）

well-beingは、社会の新しい価値

・地球上の77億人のうちの33億人が働いている（関係者を含めると、ほとんどの人は働く人とその家
族）
・働く人たちの「安全、健康、ウエルビーイング」を守ることは、人類の幸せにとって本質的
・そのためには、足元から堅実に安全技術で労働安全衛生に貢献し、企業や社会に予防安全の文化を

定着させることから始めるのが基本



安全は、将来を明るくする
仕事です

• 新しい労働安全衛生（Vision Zero：Safety, 
Health, well-being for workers）

⇒

• 企業のwell-being（安全性と生産性の両立、企業
価値の向上、 社会への貢献）（well-being at 
corporate)

⇒

• 新しい社会の価値：安全と健康に裏うちされた 人
びとのためのウェルビーイング（ Well-being for 
people backed by safety and health）

• New Normal の時代、発想の転換をしよう
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協調安全・Safety 2.0と安全学は
日本から世界へ
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※安全学（Safenology）：全体性に重きを置き、協調安全と価値安全を重視した
学問
・Safety 2.0は、協調安全の技術的側面
・和の安全は、協調安全の人間的側面

和の安全化

24



ご清聴ありがとうございました
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付録：
安全・安心・健康・
wellbeingの新潮流
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「安全」から「安全・安心・健康・ウェルビーイング」へ

Zero Accident Vision
(ZAV)

Vision Zero 進化

Safety Safety, Health, Wellbeing

- 従来の考え方 - - 現在のグローバルな潮流 -

Before Now and Future
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世界的な動き：トップが関与した
組織的な取り組み

～ビジョン・ゼロ（VZ）活動～
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◆ビジョン・ゼロの3要素
・安全（Safety）
・健康（Health）
・幸福（Wellbeing）

◆7つのゴールデンルール
1.トップがリーダーシップを取る
2.ハザードを特定する
3.ターゲットを定義する
4.安全なシステムを確保する
5.安全な技術を確保する
6.資格制度を推進する
7.人財への投資

国際社会保障協会(ISSA)が主導
Vision Zero Summit : Finland 2019-11



協調安全と
安全・安心・健康・well-being
安全 健康 安心 well-being

(ウェルビーイング）

• 製品安全
• 機械安全 顧客・従業員の安全 幸福
• 労働安全

技術 人間 制度・社会

(safety 2.0)            協調安全

（＊） 「ウェル・ビーイング」とは、個人の権利や自己実現が保障され、身体
的、精神的、社会的に良好な状態にあることを意味する概念（厚労省）



Traditional concept
Lagging Indicators

旧概念（結果指標）

New concept
Proactive Indicators

新概念（前向き指標）

安全
(Safety)

No physical harm

身体的傷害
がない

Freedom from risk. Accept the
risks, and be free to seek the
benefits. “anshin”

リスクからの解放、リス
クを受け入れ、ベフィッ
トを求めて、自由に行動
できる “安心して”

健康
(Health)

No physical 
illness/sickness

身体的病気、疾病が
ない

Soundness of mind and body
② Physically, mentally and 
socially well (WHO), "in good 
health".

心身共に健全
②身体的にも、精神的にも、
社会的にも良好な状態
（WHO）、 “元気で”

ウエルビー
イング

(Well-being）

①No psychological 
problems（mentally 
included）

①（メンタル等）精神
的障害がない

satisfaction, a reason for living,
happiness
⇒anshin "Willingness"

③やりがい、生きがい、幸

福⇒安心 “意欲的に”

労働安全衛生における
Vision Zero
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〒532-0004 大阪市淀川区西宮原2丁目7番53号
Marutaビル 8階 TEL: 06-6399-1211
問い合わせ:info@institute-gsafety.com

－－－－－－－－－ 16セッションのチェアマン －－－－－－－－－

https://japan.visionzerosummits.com/

Session Overview
・Implementation of Vision Zero in Enterprises: From Vision to 
Reality
・Making global supply chains safer
・Mobility/Auto-mobile/Auto-Guided-Vehicle (AGV)
・Construction engineering and OSH
・Health/Hygiene/COVID19
・Future business leaders: achieving healthier performance and 

productivity
・Vision Zero Proactive Leading Indicators
・Human Factors

・Robotics/Collaborative safety
・Safety, Health and Well-being Activities in Manufacturing Sites
・Well-being and SDGs (ESG)
・Building OSH capacity through Higher Education, Online Learning, and 

Credentialing
・International standardization for Safety, Health and Wellbeing
・AI/ICT & digitalization
・Agriculture and OSH Agri (OSH) Culture
・National Strategy to promote Vision Zero

第2回 Vision Zero Summit
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